
 

 

 

 

 

  令和６年１０月２４日（木）に、２年文理探究科国際探究の生徒３０名が昨

年度に引き続き、鎮西学院大学の留学生と交流研修を行いました。文理探究科

８０名全員が参加した昨年度の交流会よりも対象が国際探究の生徒に限定さ

れた分、昨年度以上に密度の濃い交流ができました。鎮西学院大学の留学生は、

タイ・フィリピン・ベトナム・韓国・中国・アメリカの６カ国の出身者１０名

が大村高校に来校してくれました。研修の最初は、鎮西学院大学総合社会学部

の登り山和希先生の講義を受講し、班に分かれて自己紹介などの会話をした

後、事前に出されていた課題である「ライフキャリアの価値分析」について協

議を行ないました。これは、平和・お金・仕事など８０個の項目の中から自分

が大切だと思っている５個を選んで、なぜそれを選んだのか協議するという

ものです。出身国が異なる場合、自分と異なる価値観に触れる機会がたくさん

あります。それを体験することで、国際感覚を養う良い機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

  

  


